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【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

640
503
56
39

R06年度

1,238

0

0

0

0

1,238

1,238

787
526
57
50

R07年度

          14.70

1,420

0

0

0

0

1,420

1,420

総合計画109ページ　予算書93ページ

社会情勢の変化や第2次後期基本計画の取組、新型コロナウイルス感
染症の拡大により顕在化した女性への諸問題等を踏まえた「第3次結
城市男女共同参画基本計画」を策定した。本計画の計画期間は、令和
3年度から12年度までの10年間であり、本計画に基づき、固定的性別
役割分担意識に繋がる無意識の思い込みの払拭、DV防止の啓発や被害
者支援、政策決定過程への女性の参画の促進等に積極的に取り組むこ
とが必要である。

・第3次基本計画の進捗管理
・市民意識調査（第3次基本計画5年経過）
 　集計分析
・講演会、セミナー、出前講座等の開催
・職員研修の実施　・女性団体への支援
・市民意識調査・たままーゆvol.4作成
・ワークライフバランス推進事業所表彰

【令和 8年度　事業内容】
・第3次基本計画の進捗管理
・講演会、セミナーの開催
・出前講座、学習会の開催
・職員研修の実施　・女性団体への支援
・市民意識調査・たままーゆvol.5作成
・ワークライフバランス推進事業所表彰
・デートDV防止啓発冊子作成

【令和 9年度　事業内容】
・第3次基本計画の進捗管理
・講演会、セミナーの開催
・出前講座、学習会の開催
・職員研修の実施　・女性団体への支援
・市民意識調査・たままーゆvol.5作成
・ワークライフバランス推進事業所表彰

【令和10年度　事業内容】

・第3次基本計画の進捗管理
・講演会、セミナーの開催
・出前講座、学習会の開催
・職員研修の実施
・女性団体への支援（ゆうき女性会議　他4団体）
・市民意識調査の実施
・ワーク・ライフ・バランス推進事業所表彰
・啓発誌「たままーゆVol.4」作成・配布

男女共同参画推進事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

市民や市職員

2101

男女共同参画推進事業費

主要事業

01
03

継続　（平成14年度～　　  年度）

男女共同参画社会基本法

平成11年男女共同参画社会基本法の成立により、国や茨城県が基本計
画を策定し、平成14年3月には「結城市男女共同参画基本計画（たま
まゆプラン）」を策定し、これに基づき事業を推進している。

01

互いにその人権を尊重し、責任を分かち合い、性別にかかわりなく自
らの意思により社会のあらゆる分野の活動に参画する機会が確保され
、その個性と能力を充分に発揮することができる男女共同参画社会の
形成を目指す。

06

令和 8年度

07 報償費
10 需用費
12 委託料
13 使用料及び賃借料

未来を担う子どもと　生き生きした市民を育む地域を目指そう

多様性を尊重し合える社会づくり

男女共同参画社会の実現 人権推進課

男女共同参画係

経常経費



１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

種類

■指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

指 標 名 単 位

目標

目標

活動

指標

目標

指標

管理課連絡欄

R06年度 R07年度 R08年度

       8.00        0.00        0.00

       6.00        0.00        0.00

市民等を対象に、講座や講演会等を開催する。

講座や講演会等の際に、男女共同参画に関するアンケートを実施する。

       6.00        7.00        8.00

       6.00        7.00        8.00

男女共同参画推進講座等の開催回数

アンケート実施回数

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　■改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

男女共同参画の実現を目指して積極的な情報発信と施策を推進し、市民一人ひとりの意識の向上、理解を図っていく。

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

上記評価のとおり

回

回

Ａ 必要性は高い

Ａ 妥当である

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ａ 妥当である

Ａ 改善の余地はない

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

男女共同参画社会の実現は、国の最重要課題と位置付けられており、昨今のＳＤＧｓやダ
イバーシティ＆インクルージョンの重要性と相まって、ますます必要性が高まっている。

市の責務として、男女共同参画の推進に取り組まなければならないが、市民・事業所・市
民団体等と協働で推進していくことが望ましい。

市民一人ひとりが男女共同参画への理解を深め、自分事と考えられるよう、社会情勢や対
象者に合わせ具体的で分かりやすい手段を選択していく。

啓発対象を広げたり、講座の回数を増やしたり、事業を拡大することはコスト増に繋がる
が、包括連携協定を締結している事業所や市職員を講師とする講座を取り入れながら、コ
スト意識をもって実施していく。

広く市民に情報提供しているが、講演会等への参加者は女性や高齢者に偏っているため、
性別や年代に偏らず幅広い市民に向けた啓発が課題である。

ＳＤＧｓ、ジェンダーギャップ指数、女性活躍、ワーク・ライフ・バランスの推進等の言
葉が日常に溢れ、男女共同参画への社会の関心が高まっている。これを好機と捉え、効果
的な啓発活動を展開し成果に繋げていく。

推進体制は整えられてきているが、市民一人ひとりの理解増進や意識改革は、一朝一夕に
達成できることではないため、長期間にわたり継続的な事業展開が必要である。

性別役割分担意識は幼少期から周囲の大人の言動により刷り込まれてしまうため、未就学児の保護者や小中学生にリーフレットや冊子
を配布し、早い段階から働きかけを行うことが重要である。これを継続することで、子どもたちが人権尊重や男女平等意識を備えた社
会人に成長し、社会で活躍する時代となれば自ずと男女共同参画社会の実現が達成されるであろうと思う。また、地域や家庭に根深く
残る性別役割分担意識を払拭するための啓発活動も同時に行い、個人と地域が変化することが重要であるため、性別や年代を固定せず
多様な市民に啓発していくことが課題である。

・市民全体への講演会や講座を継続しつつ、同時に伝えたい相手に的確に伝わるよう、対象者とテーマを絞った啓発にも取り組む。
・女性人材登録制度の運用促進を図り、政策方針決定過程への女性の参画を促進する。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

      70.40        0.00        0.00

      29.60        0.00        0.00

固定的な性別役割分担意識を持たない人を増やす。

女性委員の割合を増やす。

      70.00       70.00       70.00

      30.00       30.00       30.00

固定的な性別役割分担意識を持たない割合

審議会や委員会等の女性委員割合

％

％

令和 6年度行政評価シート


